
大阪大学総合学術博物館第 14回企画展
脳 の 中 の 「 わ た し 」 と 、 情 報 の 中 の ＜ 私 ＞

3

4 5

6 7

8

情報化され
る「わたし

」

　１『親指
の記憶』　

２『A day
 in the life

』

情報に消える「わたし」
３『Parallel Lives』　４『P055E5510N』

「わたし」から生まれる＜私＞
　７『心音移入』　８『影法師』

自分の心音がいつ
の間にか他人の心

音と重なり合う。

自分の影が意思を
持って動き出す。

＜私＞は、情報メ
ディアを通して生

まれた、「わたし」
とは異なる存在。

「わたし」は＜私
＞と新しい人間関

係を築いていかね
ばなりません。

脳の中の「わたし」が
生み出す思考や行動の

記録があらわれる。自
分自身の考え方や生活

の仕方を改めて意識す
ることでしょう。

「わたし」が情報化されるとき、誰もが区別なく記録されます。ひとたび匿名の存在となると、「わたし」を証明するものはどこにもありません。

なにかになる「わたし」
　５『Eye remember you』　６『宿り顔』

「わたし」の顔の画像が勝手に分けて表示され、
勝手に何かに貼りついてしまいます。もとは「わたし」の一部であったものが
別のものになってしまう違和感を体験して下さい。

2011年10月25日 (火)   -  2012年2月4日（土）
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【秘密の鏡】
じっくり覗き込んだら

次へ進もう


